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2006年4月23日[日]
13:20開場/14:00開 演

東京オペラシテイコンサートホール
タケミツメモリアル

全自由席5000円

チケット取扱/

申込専用メールアドレス recita1423@yahoO.COjp

東京オペラシテイチケットセンター 03-5353-9999
チケットぴあ 0570-02‐9999(自 動音声対応)

0570-02-9990(オ ペレータ対応)

マネージメント・お問い合わせ/人 田健男音楽事務所
03-5384‐3757

お問い合わせ/唐 木(とうのき)03-5936-9780

後援/日 本演奏運盟



国立音楽大学声楽科卒業。同大学大学院 ド

イツリー ト専攻修了。井上貞一氏 に師事。

1984年、1990年にウイーンヘ留学。G・ カー

リー、L・ コラー氏に師事。 ドイツ語 と音楽

が密接に結合された ドイツリー トの表現法と

発声構築法を荘智世恵女史のもとで研鑽を積
み、現在に至る。

ドイツリー トによるリサイタル、 ミサ曲の

ソロ、「椿姫J「 ラ・ボエーム」等のオペラ等
に出演。

また、合唱の分野においては、日本語と音

楽の密接な融合を果たした高田三郎合唱作品
の演奏に務め、指揮法及び演奏法を25年に亘

り作曲者自身に師事。
1996年、ローマ日本文化会館の招聘を受け、

混声合唱団コーロ ・ソフイアを率い、イタリ

ア、フランスにて高田三郎と共に高田作品の

みによる演奏会の精揮を務め、聴衆に深い感

動を与えた。その演奏は、パレス トリーナ研

究の世界的権威であるリーノ ・ビヤンキ教授
にも絶賛される。
2004年にはパレス トリーナ財国の招聘を受

け、ローマ、パレス トリーナにて同合唱同を

指揮 し高い評価を得た。
1993年より、高田三郎作品の個展 「リヒト

クライス<光 の輸>演 奏会Jを 主字 し、以降

毎年開催。 「魂に深い充足を与える演奏」 と

の評価 も高く、聴衆は毎年増え続けている。

現在、混声合唱同コーロ ・ソフイア、女声

合唱団コーロ ・コスモス、筑波大学混声合唱

回、その他の指揮者及びヴォイス トレーナー。

全 日本合唱連盟附属合唱センター運営委員。

日本演奏連盟会員、日本合唱指揮者協会会員。
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「理想的な形で私の演奏に応えるピアニ

ス ト、ノーマン ・シェ トラーはウイーン

回立音楽大学に学び、ウイーンで生活す

るアメリカ人である。そしてシェ トラー

は ドイツ歌曲への驚 くほど強い共感を示

す、詩心に溢れた伴奏者である」と述べ

ている。
ノーマン ・シェ トラーの名はデイー ト

リッヒ ・フイッシャー ・デイースカウ、
アンネリーズ ・ローテンベルガー、ナタ

ン ・ミルシュタイン、ギ ドン ・クレメル

そしてベーター ・シユライヤーとの長年
にわたる共演により、今日の代表的歌曲

伴奏子として広 く世界に知れ渡 り、数々

の受賞に輝 くレコーディングからも、彼
の高い芸術性は証明されている。

また、ソリス ト、室内楽奏者としてヨ
ーロッパ、アメリカ、ロシア、日本、中

国を含め国際的に活躍する他、ウイーン

回立音楽大学におけるリー ト解釈の教授
としても著名である。


